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走査型プローブ顕微鏡法（SPM）とラマン分光法を組み合わせ、ナノスケールの空間分解

能で化学分光を行うことができる探針増強ラマン分光法（TERS）の分野において、最近、

従来より高感度かつ安定に TERS 光を検出できる探針や電気化学 TERS 装置などが開発さ

れており、実用材料の観察事例も増えてきています。一方、ナノ赤外分光法や光誘起力顕

微鏡など、SPM と光照射を組み合わせた新しい分析技術の開発も相次いでいます。

　本シンポジウムでは、こうした SPM を用いたナノスケール化学分光の分野で活躍され

ている研究者を招き、また一般講演者も加えて、最新の研究動向と将来の展望について紹

介頂いて、SPM によるナノスケール化学分光の可能性を探ります。
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